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特
集
　
平
成
25
年
度

　
　 

基
本
方
針（
案
）・
事
業
方
針（
案
）の
設
定
に
つ
い
て



農に生きる

農に生きる
飼育管理の徹底を

域
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
が
問

題
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
が
、

畜
産
の
素
晴
ら
し
さ
を
県
内
外
に
伝

え
て
い
く
た
め
に
も
、
平
成
29
年
に

宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
11
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
」
を
目
標
に
、

今
後
も
飼
育
管
理
の
徹
底
に
取
り
組

ん
で
行
く
と
共
に
、
よ
り
安
全
で
上

質
な
肉
牛
を
生
産
で
き
る
よ
う
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
家
で
は
、
主
に
肉
牛
１
０
０

頭
（
黒
毛
和
牛
）、
繁
殖
牛
３
頭
、
子

牛
２
頭
の
飼
育
管
理
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

朝
晩
の
エ
サ
や
り
や
畜
舎
内
の
清

掃
作
業
を
通
じ
て
、
特
に
個
々
の
牛

の
動
作
な
ど
に
目
配
り
し
な
が
ら
病

気
の
早
期
発
見
、
予
防
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

10
ヶ
月
未
満
の
子
牛
を
仕
入
れ
、

29
～
30
ヶ
月
ま
で
飼
育
し
、
体
重

７
０
０
～
８
０
０
㎏
程
大
き
な
牛
に

育
て
て
か
ら
出
荷
を
行
っ
て
い
る
我

が
家
で
は
、
牛
の
成
長
に
応
じ
て
ビ

タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
調

整
し
、
質
の
良
い
牛
に
育
つ
よ
う
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

就
農
当
初
は
、
エ
サ
を
与
え
る

バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
と
て
も
難
し
く
、

日
々
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
が
、

努
力
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
満
足
の
い

く
牛
に
育
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。そ

の
よ
う
な
中
、
昨
年
10
月
末
に

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
10
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
」
の
宮
城
県
代

表
に
選
ば
れ
、
自
分
自
身
が
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
畜
産
技
術
を
発

揮
で
き
る
良
い
機
会
と
思
い
、
一
生

懸
命
育
て
上
げ
た
自
慢
の
牛
を
出
品

し
ま
し
た
。

通
常
、
30
ヶ
月
程
度
で
出
荷
を
す

る
と
こ
ろ
、
大
会
規
定
上
、
24
ヶ
月

と
非
常
に
短
い
期
間
で
の
出
品
と
い

う
戸
惑
い
と
不
安
の
中
、
牛
肉
の
サ

シ
（
霜
降
り
）
に
影
響
が
出
て
し
ま

う
の
で
、
非
常
に
心
配
で
し
た
が
、

代
表
に
選
ば
れ
た
と
い
う
使
命
感
も

あ
り
、
日
々
の
管
理
徹
底
を
す
る
と

共
に
、
エ
サ
の
配
合
も
微
調
整
す
る

な
ど
、
苦
労
し
た
点
も
多
々
あ
り
ま

し
た
が
、
上
位
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

大
会
を
通
じ
て
、
改
め
て
自
分
が

努
力
し
て
、
丹
精
込
め
て
育
て
た
牛

が
評
価
さ
れ
た
時
に
こ
の
上
な
い
喜

び
を
感
じ
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
ろ
う
と
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
ま

し
た
。

現
在
、
畜
産
業
に
お
い
て
も
、
地

小
こ

賀
が

坂
さ か
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【全体運】 好奇心が旺盛になり、いろいろな人との交流を楽しめる気配。人脈拡大を目指し、サークル活動を始
めてみては

【健康運】ストレッチや適度な体操が健康の秘
ひ

訣
けつ

に【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ
牡牛座［4.20 〜 5.20］

３
．�

環
境
保
全
米
（
こ
だ
わ
り
米
、
ふ
る
さ
と
米
）、

指
定
栽
培
「
ま
な
む
す
め
」
の
推
進

４
．�

園
芸
販
売
重
点
市
場
へ
の
周
年
供
給
体
制
確
立

に
よ
る
有
利
販
売
の
実
現

５
．�「
め
ぐ
み
野
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
果
を
活

か
し
た
、
み
や
ぎ
生
協
と
の
産
消
提
携
活
動
強

化

６
．�

営
農
相
談
体
制
の
強
化
に
よ
る
農
業
所
得
の
向
上

７
．
漬
物
セ
ン
タ
ー
事
業
の
取
組
方
針
適
正
化

８
．�

優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
、
優
良
雌
子
牛
管
内
保
留

や
「
茂
洋
」
効
果
を
活
か
す
「
仙
台
牛
」
生
産

体
制
の
整
備

９
．�

予
約
購
買
拡
充
と
流
通
改
革
推
進
に
よ
る
更
な

る
メ
リ
ッ
ト
還
元
の
実
施

10
．�

く
ら
し
の
資
材
事
業
を
通
し
た
健
康
と
心
豊
か

な
生
活
支
援

11
．�

農
機
担
当
職
員
の
整
備
技
術
強
化
に
よ
る
利
用

者
満
足
度
の
向
上

12
．�

農
業
機
械
の
適
切
な
管
理
・
使
用
指
導
に
よ
る

農
作
業
事
故
防
止
啓
発
の
徹
底

13
．�

栽
培
履
歴
記
帳
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
み
な
ど
安

全
・
安
心
チ
ェ
ッ
ク
の
更
な
る
充
実

金
融
共
済
事
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
で
不
安
定
な
国
内
外
の

経
済
環
境
の
影
響
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
さ

を
増
す
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
用
事
業
に
お
い
て
は
、
地
域
の
農
業
金
融
機
関
と

し
て
農
業
の
担
い
手
等
へ
の
金
融
対
応
力
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
農
業
・
生
活
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
発
揮

に
よ
る
取
引
基
盤
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
、
組
合
員
・
組
合
員
家
族
を
中
心
と
し
た
利
用
者
と

の
関
係
強
化
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

共
済
事
業
に
お
い
て
は
、
契
約
者
の
高
齢
化
や
世
代

交
代
に
よ
る
契
約
の
解
除
、
満
期
到
来
後
の
非
継
続
契

約
の
増
加
に
よ
る
共
済
保
有
高
の
減
少
が
最
大
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
共
済
既
加
入
世
帯
へ

の
３
Ｑ
訪
問
活
動
を
強
化
し
、
未
保
障
分
野
の
提
案
、

世
帯
内
未
加
入
者
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
訪

問
活
動
の
強
化
に
向
け
た
普
及
体
制
を
構
築
し
、「
ひ

と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
総
合
保
障
の
実
現
を
目
指
す

と
と
も
に
、
次
世
代
・
ニ
ュ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
獲
得
強
化

を
通
じ
て
安
定
的
な
普
及
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
利
用
者
か
ら
信
頼
・
信
用
を
得
る
た
め
に
、

内
部
管
理
態
勢
の
一
層
の
強
化
と
不
祥
事
未
然
防
止
に

向
け
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
徹
底
し
て
ま
い
り

ま
す
。

普
及
部

１
．�

利
用
者
と
の
安
定
的
利
用
関
係
構
築
と
世
帯
取

引
の
拡
大

２
．�

農
業
メ
イ
ン
強
化
先
訪
問
に
よ
る
農
業
需
要
資

金
情
報
の
収
集

３
．�

資
産
運
用
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
情
報
提
供

４
．�

３
Ｑ
訪
問
活
動
を
通
じ
た
安
心
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

業
務
部

１
．�

農
業
資
金
等
の
見
直
し
に
よ
る
資
金
の
円
滑
な

対
応

２
．�

適
切
な
指
導
に
よ
る
事
務
処
理
の
遂
行
、
窓
口

応
対
力
の
強
化

３
．�

新
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
よ
る
適
正
な
引
受
・
査

定
審
査
の
徹
底
と
業
務
の
効
率
化

４
．�

利
用
者
保
護
・
利
用
者
満
足
の
確
立
に
向
け
た

相
談
対
応
の
充
実

平
成
25
年
度
は
、
第
四
次
中
期
経
営
計
画
の
最
終
年

度
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え

未
実
施
事
項
を
重
点
的
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
組
織
強
化
の
一
環
と
し
て
の
県
下
統
一
の
利

用
者
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
次
世
代
を
担
う
活
動
と
し
て
食
農
教
育
活
動

を
展
開
す
る
と
と
も
に
青
年
部
、
女
性
部
の
活
動
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
対
策
が
長
期
化
し
て
お

り
、
い
ま
だ
に
終
息
す
る
時
期
す
ら
見
通
せ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
農
業
所
得
確
保
の
た
め
に
も
損
害
賠
償

を
し
っ
か
り
履
行
す
る
よ
う
東
京
電
力
に
強
く
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

子
会
社
も
含
め
協
同
組
合
精
神
の
な
お
一
層
の
醸
成

に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
、
子
会
社
の
一
体
的
機
能
強
化
を
図
り
、

Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部

１
．�

地
域
に
根
ざ
し
た
組
織
活
動
の
活
性
化

２
．�

専
門
部
署
に
よ
る
施
設
の
再
編
整
備
及
び
有
効

活
用
の
促
進

３
．�

新
た
な
人
事
制
度
に
よ
る
活
力
あ
る
職
場
作
り

４
．�

Ｊ
Ａ
、
子
会
社
連
結
納
税
の
円
滑
な
導
入

５
．�

女
性
の
恒
常
的
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
の
促
進

経
営
企
画
室

１
．�

新
国
内
規
制
対
応
に
向
け
た
財
務
改
善
に
よ
る

自
己
資
本
の
充
実

２
．�

事
業
別
採
算
性
の
検
証
に
よ
る
経
営
改
善
の
徹

底

３
．�

不
祥
事
未
然
防
止
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態

勢
の
強
化

４
．�

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
発
揮
に

よ
る
健
全
経
営
の
確
立

業
務
監
査
室

１
．�

不
祥
事
未
然
防
止
確
立
に
向
け
た
取
組
検
証
を

行
う
内
部
監
査
等
の
実
施

２
．�

内
部
統
制
報
告
書
の
定
着
に
向
け
た
有
効
性
評

価
の
継
続

３
．�

子
会
社
監
査
部
門
と
連
携
し
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

内
部
監
査
の
強
化

４
．�

Ｊ
Ａ
監
事
・
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
と
の
連
携
強

化
に
よ
る
効
果
的
な
監
査
の
実
施

柴
田
地
区
事
業
本
部

１
．�

環
境
保
全
米
の
取
り
組
み
と
転
作
作
物
の
推
進

２
．�

営
農
相
談
機
能
の
充
実
と
園
芸
作
物
の
推
進

３
．�

農
家
組
合
・
青
年
部
・
女
性
部
の
活
動
充
実
に

よ
る
組
合
員
組
織
基
盤
の
強
化

４
．�

共
済
・
融
資
・
貯
金
等
の
相
談
機
能
の
向
上

５
．�

地
区
セ
ン
タ
ー
・
支
店
・
支
所
間
の
情
報
共

有
・
連
携
強
化
に
よ
る
迅
速
な
組
合
員
対
応

村
田
地
区
事
業
本
部

１
．�

相
談
機
能
を
発
揮
し
た
地
域
金
融
機
関
と
し
て

の
取
り
組
み
強
化

２
．�

全
戸
訪
問
活
動
に
よ
る
普
及
推
進
の
拡
充

３
．�

組
合
員
・
青
年
部
・
女
性
部
員
の
加
入
推
進
に

よ
る
組
織
基
盤
の
強
化

４
．�

青
年
部
・
女
性
部
に
よ
る
食
農
教
育
活
動
の
取

り
組
み

５
．�

特
産
品
の
作
付
け
・
肥
培
管
理
等
の
指
導
強
化

川
崎
地
区
事
業
本
部

１
．�

青
年
部
・
女
性
部
に
よ
る
食
農
教
育
活
動
の
取

組
み
（
地
場
野
菜
・
食
材
供
給
）

２
．�

行
政
の
農
業
技
術
指
導
員
と
連
携
し
た
良
質
米

の
作
付
け
推
進
と
全
量
集
荷
体
制
の
充
実

３
．�

冬
期
間
の
地
場
産
野
菜
栽
培
の
取
組
み
（
町
産

業
振
興
課
へ
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
助
成
金
要
請
の

展
開
）

４
．�

身
近
な
金
融
機
関
と
し
て
の
明
る
い
窓
口
対
応

と
相
談
機
能
を
核
と
し
た
融
資
業
務
の
展
開

５
．�

加
入
者
の
大
き
な
安
心
と
資
産
形
成
に
貢
献
す

る
共
済
普
及
推
進

蔵
王
地
区
事
業
本
部

１
．
行
政
と
一
体
と
な
っ
た
地
域
農
業
の
推
進

２
．�

環
境
保
全
米
な
ど
の
売
れ
る
米
づ
く
り
の
作
付

け
拡
大

３
．�

農
家
所
得
増
大
を
目
指
し
、
直
売
所
生
産
者
を

中
心
と
し
た
支
援
の
充
実

４
．�

渉
外
活
動
と
相
談
機
能
の
充
実
に
よ
る
信
頼
さ

れ
る
支
店
づ
く
り

５
．
組
合
員
全
戸
訪
問
の
実
施

白
石
地
区
事
業
本
部

１
．�

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
金
融
機
関
と
し
て
の
窓
口

機
能
充
実

２
．�

総
合
力
を
発
揮
し
た
渉
外
活
動
の
積
極
的
な
展

開

３
．�

行
政
と
の
連
携
に
よ
る
農
地
集
積
・
担
い
手
支

援
体
制
の
強
化

４
．�

教
育
・
文
化
・
組
織
活
動
を
通
じ
て
の
地
域
社

会
貢
献

５
．�

営
農
指
導
体
制
強
化
と
特
産
物
作
付
拡
大
に
よ

る
農
業
所
得
の
向
上

角
田
地
区
事
業
本
部

１
．�

行
政
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
る
地
域
農
業
の
振

興
と
農
政
へ
の
対
応
強
化

２
．�

青
年
部
・
女
性
部
組
織
を
中
心
と
し
た
食
育
活

動
の
実
践
と
加
入
促
進
運
動
の
展
開

３
．�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
総
合
相
談
の
場
で
あ
る

支
所
の
機
能
発
揮
に
よ
る
く
ら
し
の
拠
点
づ
く

り
（
い
こ
い
の
広
場
の
設
置
・
年
金
友
の
会
の

組
織
化
）

４
．�

メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
し
て
組
合
員
・
地
域
住
民
か

ら
信
頼
さ
れ
利
用
さ
れ
る
金
融
店
舗
づ
く
り

５
．�

３
Ｑ
訪
問
活
動
・
共
済
保
障
点
検
活
動
の
実
践

に
よ
る
「
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
」
の
拡
充

丸
森
地
区
事
業
本
部

１
．�

第
四
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
実
践
に
よ
る
集
大
成
の

確
立

２
．�

組
織
の
活
性
化
と
構
成
員
拡
大
を
図
り
、
更
な

る
地
域
貢
献
活
動
の
展
開

３
．�

地
域
金
融
・
共
済
事
業
の
確
立
と
農
業
資
金
の

活
用
拡
大

４
．
新
規
就
農
者
・
販
売
農
家
の
開
拓

５
．�

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
の
取
組
に
よ
る
事

業
の
展
開

金
融
共
済
事
業
本
部

管

理

本

部

♦
重
点
目
標
♦

１
．
農
業
資
金
の
拡
充
と
資
金
対
応
の
強
化

２
．�

利
用
者
満
足
度
の
向
上
と
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
づ
く
り

３
．�

利
用
者
促
進
と
普
及
体
制
の
構
築

４
．�

目
標
管
理
に
よ
る
経
営
の
効
率
化

５
．�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
と
人
材
育
成

♦
重
点
目
標
♦

１
．�

Ｊ
Ａ
事
業
の
総
合
力
の
発
揮
に
よ
る
組
合

員
所
得
の
向
上

２
．�

高
年
齢
者
雇
用
対
策
の
新
た
な
人
事
制
度

の
導
入

３
．�

恒
常
的
な
女
性
の
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
の
態
勢

づ
く
り

４
．�

施
設
の
再
編
整
備
と
施
設
の
有
効
活
用

５
．�

Ｊ
Ａ
、
子
会
社
連
結
納
税
制
度
の
導
入

地

区

事

業

本

部

【
共
通
重
点
実
施
事
項
】

○
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
農
地
利
用
集

積
円
滑
化
事
業
等
の
展
開

○
担
い
手
渉
外
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
強
化
に
よ
る
地
域

農
業
の
活
性
化
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特集／平成 25 年度基本方針（案）・事業方針（案）の設定について

＊モナ・カサンドラ今 月 の あ な た の 運 勢 月3
【全体運】 リラックス気分で過ごせる期間です。のんびり温泉に入り、英気を養って。クラシック音楽を聴くの

もラッキー
【健康運】規則正しい生活リズムを保つことで安泰【幸運を呼ぶ食べ物】ウド

牡羊座［3.21 〜 4.19］

一
般
概
況

わ
が
国
経
済
は
、
世
界
的
な
経
済
の
減
速
や
天
候
不

順
、
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
等
に
よ
り
、
依
然
と

し
て
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
₁2
月
に
行
わ
れ
た
第
₄₆
回
衆
議
院
議
員

選
挙
で
は
政
権
交
代
が
あ
っ
た
も
の
の
、
新
政
権
が
掲

げ
た
震
災
か
ら
の
復
興
や
脱
原
発
、
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
︵
Ｔ
Ｐ
Ｐ
︶
と
い
っ
た
日
本
の
将
来
を
左
右
す

る
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
が
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
断
固
と
し
て
「
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
を
前
提

に
す
る
限
り
交
渉
参
加
反
対
」
と
い
う
公
約
の
堅
持
を

求
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
に
向
け
た
運
動
を
強
力

に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
農
業
・
農
村
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
各
市
町
毎
に
地
域
の

人
と
農
地
の
問
題
の
解
決
に
向
け
た
施
策
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、
将
来
の
農
業
振
興
に

向
け
た
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
市
町
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
一
体
と
な
っ
て
地
域
農
業
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
宮
城
県
下
の
Ｊ
Ａ
は
昨
年

₁₁
月
₁₉
日
に
第
₃₇
回
「
Ｊ
Ａ
宮
城
県
大
会
」
を
開
き
、

①
農
業
復
興
と
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
、
②
く
ら
し

再
建
と
豊
か
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
、
③
協
同
と

総
合
力
に
よ
る
Ｊ
Ａ
経
営
の
再
構
築
、
の
３
項
目
に
つ

い
て
Ｊ
Ａ
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
決

議
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
は
当
組
合
の
第
四
次
中
期
経
営
計
画
の

最
終
年
で
あ
り
ま
す
。「
大
変
革
期
に
お
け
る
新
た
な

絆
の
創
造
」
を
基
本
理
念
と
し
、
組
合
員
・
地
域
住
民

の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
計
画
達
成
に
向
け

各
事
業
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
、「
食
・
農
・
人
・
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
協
同
の
実
践
」
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、
第
四
次

中
期
経
営
計
画
及
び
仙
南
地
域
農
業
振
興
計
画
︵
第
四

次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
︶
の
最
終
年
度
の
４
づ
く
り
運
動
に

取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
の
存
在
価
値
と
信
頼
を
高
め
、
組
合

員
・
農
業
・
地
域
へ
の
貢
献
を
軸
に
事
業
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

先
ず
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
農
業
復
興
と
震
災
に

伴
う
原
発
事
故
を
起
因
と
す
る
放
射
能
問
題
へ
の
対
応

に
向
け
、
引
き
続
き
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
行
政
と
連
携
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑

制
対
策
と
農
産
物
検
査
お
よ
び
自
主
検
査
を
継
続
的
に

実
施
し
、
消
費
者
・
組
合
員
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様

に
管
内
農
畜
産
物
の
安
全
・
安
心
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

︻
農
業
づ
く
り
︼

①
農
産
物
販
売
力
の
強
化
と
農
家
組
合
員
の
所
得
増

大
を
目
指
し
ま
す
。

②
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業
等
の
展
開
に
よ
り
、
農
地
の
面
的
集
積
支
援
、

新
規
就
農
者
を
は
じ
め
、
農
業
担
い
手
に
対
す
る

支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

③
み
や
ぎ
生
協
と
共
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
め
ぐ
み

野
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
も
と
食
の
安
全
・
安

心
と
地
域
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

④
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
資
す
る
資
材
供
給
、
農
家

組
合
員
に
対
す
る
営
農
・
経
営
指
導
を
強
化
し
、

農
畜
産
物
の
「
質
」
と
「
量
」
の
向
上
、
生
産
者

の
経
営
力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︻
組
織
づ
く
り
︼

①
協
同
組
合
活
動
を
通
し
た
組
合
員
・
地
域
住
民
と

の
繋
が
り
強
化
に
向
け
、
地
区
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
た
組
合
員
組
織
の
活
性
化
と
、
教
育
・
文

化
・
組
織
活
動
の
更
な
る
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

②
組
合
員
・
組
合
員
家
族
を
核
と
し
た
取
引
基
盤
の

拡
充
を
図
る
た
め
、
次
世
代
層
の
組
合
員
加
入
促

進
と
新
し
い
協
同
の
輪
を
広
げ
る
運
動
を
展
開

し
、
組
織
基
盤
を
盤
石
な
も
の
に
す
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

︻
地
域
づ
く
り
︼

①
農
村
集
落
の
高
齢
化
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希

薄
化
の
中
、
身
近
な
Ｊ
Ａ
と
し
て
地
域
を
守
る
機

能
を
発
揮
し
た
相
談
窓
口
体
制
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

②
支
店
・
地
区
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
た
く
ら
し
の

拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
、
女
性
や
高
齢
者
、
若
年

層
を
巻
き
込
ん
だ
相
互
交
流
の
「
場
」
を
設
定
す

る
等
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
地
域
再

生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

︻
Ｊ
Ａ
づ
く
り
︼

①
新
た
な
組
織
再
編
に
向
け
た
自
己
資
本
の
充
実
、

Ｊ
Ａ
経
営
の
再
構
築
等
、
安
定
し
た
経
営
基
盤
の

確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
子
会
社
に
つ
い
て
は
、
㈱
加
工
連
、
㈱
ジ
ェ
イ
エ

イ
仙
南
サ
ー
ビ
ス
と
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
経

営
検
討
会
議
や
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
議
、
経
営
の
重

要
事
項
に
係
る
事
前
協
議
を
密
に
し
な
が
ら
、
Ｊ

Ａ
・
子
会
社
の
一
体
的
経
営
を
さ
ら
に
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

③
信
頼
と
絆
の
向
上
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
リ
ス
ク
管
理

態
勢
の
強
化
と
不
祥
事
未
然
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
を
全
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

第
四
次
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
く
、
仙
南
地
域
農
業

振
興
計
画
︵
第
四
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
︶
の
最
終
年
度
と

し
て
、
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を

は
じ
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
地
域
毎
の

き
め
細
か
い
営
農
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
低
コ

ス
ト
を
意
識
し
た
競
争
力
の
あ
る
多
様
な
農
業
者
、
経

営
体
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た

り
農
業
が
持
続
的
に
営
ま
れ
、
安
全
で
安
心
で
き
る
農

産
物
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
も
放
射
能
問
題
を
要

因
と
す
る
風
評
被
害
か
ら
の
完
全
な
る
脱
却
を
目
指
し

て
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
と
連
携
し
た
販
売
戦
略
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
い
た
計
画
生
産

と
多
様
な
販
売
に
よ
る
農
業
所
得
の
増
大
を
目
指
し
、

営
農
販
売
指
導
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
米
に
つ
い
て
は
平
成
2₃
・
2₄
年
産
米
の
価
格

が
上
向
き
傾
向
に
あ
り
、
平
成
25
年
産
米
に
つ
い
て
も

上
質
米
を
基
本
に
実
需
者
と
の
信
頼
・
連
携
を
図
り
、

更
に
は
環
境
保
全
米
へ
の
作
付
誘
導
を
行
う
と
と
も

に
、
生
産
物
の
安
全
・
安
心
シ
ス
テ
ム
の
徹
底
を
目
指

し
ま
す
。

農
政
運
動
で
は
、
日
本
型
食
文
化
を
堅
持
し
つ
つ
食

の
安
全
と
農
業
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
重
要
性
を
啓
蒙

し
な
が
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
組
織

全
体
と
し
て
断
固
阻
止
を
貫
き
ま
す
。

営
農
経
済
部

１
．�

放
射
性
物
質
吸
収
抑
制
対
策
、
及
び
東
電
へ
の

損
害
賠
償
請
求
の
継
続
実
施

２
．�

戸
別
所
得
補
償
制
度
、
及
び
備
蓄
米
制
度
等
の

変
更
を
見
据
え
た
水
田
農
業
所
得
の
拡
大

基本方針（案）・事業方針（案）の
設定について

基
本
方
針︵
案
︶

♦
基
本
目
標
♦

○
農
家
組
合
員
の
所
得
向
上
と
地
域
農
業
の
振

興 

（
農
業
づ
く
り
）

○
新
た
な
協
同
の
創
造
に
よ
る
組
織
基
盤
の
拡

充 

（
組
織
づ
く
り
）

○
創
造
力
を
活
か
し
た
事
業
活
動
の
実
践
と
地

域
社
会
へ
の
貢
献 

（
地
域
づ
く
り
）

○
総
合
力
を
発
揮
し
た
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
と
経
営

の
健
全
化 

（
Ｊ
Ａ
づ
く
り
）

営
農
経
済
事
業
本
部

事
業
方
針︵
案
︶

特 集

平成25年度

﹁
食
・
農
・
人
・
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

協
同
の
実
践
﹂

♦
重
点
目
標
♦

１
．
第
四
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
の
実
践
と
完
遂

２
．�

生
協
と
の
産
直
運
動
取
り
組
み
強
化
と
「
め

ぐ
み
野
」
事
業
と
運
動
の
更
な
る
展
開

３
．�

放
射
能
問
題
及
び
損
害
賠
償
対
策
へ
の
迅

速
な
対
応

４
．�

農
政
対
策
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
、
農
業
担

い
手
不
足
問
題
等
）
の
強
化

５
．�

Ｊ
Ａ
ら
し
い
事
業
の
展
開
と
職
員
の
資
質

向
上

04



虹色ほっとライン

【全体運】 アクティブに動き回れそう。興味のあることにトライするなど思い切った行動につき。遠出の旅行も
グッド

【健康運】スポーツを始めれば、上達が早く、充実【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ
蟹 座［6.22 〜 7.22］

Ｊ
Ａ
青
年
組
織
手
づ
く
り
看
板
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

川
崎
地
区
青
年
部
が

「
Ｊ
Ａ
全
農
賞
」
入
賞

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
川
崎
地
区
青
年
部
は
2
月
₁₄

日
・
₁₅
日
、
東
京
都
の
日
比
谷
公
会
堂
で
、
同
青

年
部
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
手
づ
く
り
看
板
」
が

昨
年
度
の
「
Ｊ
Ａ
全
中
賞
」
に
引
き
続
き
、「
Ｊ

Ａ
全
農
賞
」
入
賞
と
な
り
、
第
₅₉
回
Ｊ
Ａ
全
国
青

年
大
会
に
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、「
農
業
の
あ
る
地
域
作
り

の
大
切
さ
に
関
す
る
地
域
住
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」

を
テ
ー
マ
に
、
農
業
、
Ｊ
Ａ
、
青
年
部
活
動
に
関

し
て
、農
業
関
係
者
、地
域
住
民（
消
費
者
を
含
む
）

が
共
感
で
き
る
手
づ
く
り
の
看
板
を
通
じ
、
農
業

の
重
要
性
と
農
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
大
切
さ
を

地
域
住
民
に
対
し
て
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
で

作
成
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
で
は
、
今
後
も
農
業
や
食
の
大

切
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
共
感
で
き
る
看
板
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
女
性
部
全
体
交
流
会

笑
い
と
健
康

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
女
性
部
は
２
月
２
日
、
蔵
王

町
ふ
る
さ
と
文
化
会
館
（
ご
ざ
い
ん
ホ
ー
ル
）
で
、

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
女
性
部
員
が
一
堂
に
会
し
、
Ｊ
Ａ

の
教
育
文
化
活
動
の
理
解
を
深
め
、
地
区
間
交
流

を
目
的
と
し
た
「
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
女
性
部
全
体

交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
７
地
区
の
女
性
部
員
総

勢
３
０
０
名
が
参
加
し
、
記
念
講
演
と
し
て
「
笑

い
と
健
康
」
と
題
し
、
カ
リ
ス
マ
漫
談
師
の
辻
田

与
五
郎
氏
を
招
き
、
観
客
を
巻
き
込
ん
で
ユ
ー
モ

ア
溢
れ
る
話
術
と
血
液
型
漫
談
に
会
場
内
は
終
始

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
、
今
回
の
交
流
会
を
通
じ

て
地
区
間
の
親
睦
を
深
め
つ
つ
、
活
動
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

助
け
合
い
組
織
蔵
王
・
白
石
地
区
交
流
会

交
流
会
を
通
じ
て
更
な
る

組
織
活
性
化
へ

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
助
け
合
い
組
織「
若
葉
の
会
」

（
蔵
王
地
区
）
と
「
つ
く
し
ん
ぼ
」（
白
石
地
区
）

は
1
月
₁₉
日
、
白
石
市
の
城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー

セ
ン
タ
ー
で
、
助
け
合
い
組
織
間
の
親
睦
を
深
め

る
目
的
で
「
蔵
王
・
白
石
地
区
交
流
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
両
助
け
合
い
組
織
会
員
₁₄
名
が
参
加

し
、
旬
の
ネ
ギ
を
使
っ
た
「
炊
き
込
み
ご
飯
」
や
、

に
ん
じ
ん
・
エ
ノ
キ
・
シ
メ
ジ
な
ど
食
物
繊
維
が

豊
富
な
「
揚
げ
だ
し
豆
腐
」
な
ど
、
高
齢
者
に
も

オ
ス
ス
メ
な
料
理
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
後
の
情
報
交
換
会
で
は
、
高
齢
者
で
も
簡

単
に
取
り
組
め
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
と
し

て
、
棒
状
に
丸
め
た
新
聞
紙
「
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
を

使
っ
た
全
身
運
動
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、
参
加
者

ら
は
今
後
の
活
動
に
活
か
そ
う
と
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

﹁
百
歳
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
健
康
体
操

無
理
な
く
楽
し
み
な
が
ら

で
き
る
体
操
を

Ｊ
Ａ
宮
城
中
央
会
は
2
月
₁₃
日
、仙
台
大
学
で
、

同
校
の
監
修
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
柴
田
地
区
の
協
力

の
も
と
、
無
理
な
く
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
「
百

歳
元
気
体
操
」（
仮
）
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
撮
影
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
体
操
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
宮
城
「
百
歳
元

気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
、
一
昨
年
か
ら
開

発
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
同
地
区
女
性
部
員
₁₇
名
が
参
加
し
、

♪
も
し
も
し
か
め
よ 

か
め
さ
ん
よ
♪
と
「
う
さ

ぎ
と
か
め
」
の
歌
に
合
わ
せ
て
、
足
踏
み
を
し
た

り
、
し
ゃ
が
ん
だ
り
、
つ
ま
先
立
ち
を
し
た
り
と
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
健
康
体
操
を
学
生
ら
と
一
緒
に
笑

顔
で
実
演
し
ま
し
た
。

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
今
年
度
内
に
完
成
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
3
月
1
日
に
開
催
す
る
「
Ｊ
Ａ

高
齢
者
福
祉
・
健
康
い
き
が
い
づ
く
り
推
進
大

会
」
で
公
募
の
上
、
体
操
の
タ
イ
ト
ル
を
決
定
し

ま
す
。

07

年
部
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
手
づ
く
り
看
板
」
が

昨
年
度
の
「
Ｊ
Ａ
全
中
賞
」
に
引
き
続
き
、「
Ｊ

Ａ
全
農
賞
」
入
賞
と
な
り
、
第

年
大
会
に
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

の
大
切
さ
に
関
す
る
地
域
住
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」

を
テ
ー
マ
に
、
農
業
、
Ｊ
Ａ
、
青
年
部
活
動
に
関

し
て
、農
業
関
係
者
、地
域
住
民（
消
費
者
を
含
む
）

が
共
感
で
き
る
手
づ
く
り
の
看
板
を
通
じ
、
農
業

の
重
要
性
と
農
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
大
切
さ
を

地
域
住
民
に
対
し
て
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
で

作
成
し
て
い
ま
す
。

切
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
共
感
で
き
る
看
板
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

虹色ほっとライン

【全体運】 自分の価値観や考えにこだわりやすいよう。人の意見や方法を取り入れると好結果に。気分転換には
名画鑑賞を

【健康運】適度にストレスを発散し体調を整えて【幸運を呼ぶ食べ物】アサリ
双子座［5.21 〜 6.21］

第
６
回
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展
示
即
売
会

数
多
く
の
鉢
花
が

会
場
に
彩
り
を
添
え
る

柴
田
鉢
花
研
究
会
は
1
月
₂₅
日
か
ら
₂₇
日
の
3

日
間
、
道
の
駅
村
田
（
村
田
町
物
産
交
流
セ
ン

タ
ー
）
で
、
鉢
花
の
産
地
化
を
図
り
、
地
域
住
民

に
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展
示
即
売
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
黒
・
紫
・
白
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー

ズ
等
、
約
千
点
以
上
の
鉢
花
が
並
び
、
値
段
も
千

円
か
ら
取
り
揃
え
、
連
日
数
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
来
場
者
の
中
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー

ズ
な
ど
鉢
花
の
手
入
れ
方
法
や
花
の
生
育
管
理
な

ど
に
つ
い
て
質
問
も
あ
り
、
生
産
者
と
の
交
流
を

深
め
て
い
る
場
面
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
を
地
域
特
産

と
す
べ
く
、
今
後
も
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン

楽
し
み
な
が
ら

交
通
安
全
を
学
ぼ
う

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
は
2
月
₁₀
日
、
蔵
王
町
ふ
る

さ
と
文
化
会
館
（
ご
ざ
い
ん
ホ
ー
ル
）
で
、「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
な
が
ら

交
通
安
全
を
学
ぼ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
達
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
交

通
マ
ナ
ー
や
交
通
ル
ー
ル
を
楽
し
く
学
ぶ
「
Ｊ
Ａ

共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
・
午
後
の
部
に
分
か
れ
て
、
こ

ど
も
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
総
勢
６
８
６
名
の
親
子
が

参
加
し
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
と
一
緒
に
歌
や
ダ

ン
ス
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
楽
し
く
信
号
機
の

意
味
や
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
一
緒
に
学
べ

て
楽
し
か
っ
た
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
、今
後
も
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、

交
通
事
故
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

年
度
末
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
必
達
大
会

よ
り
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
は
1
月
₁₁
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
、

₁₂
月
末
褒
賞
並
び
に
年
度
末
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
必
達

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、Ｊ
Ａ
共
済
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る「
３

Ｑ
訪
問
活
動
」
を
通
じ
て
「
組
合
員
・
利
用
者
と

の
１
０
０
％
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
」
を

目
指
し
、「
契
約
者
の
保
障
継
続
や
、ニ
ュ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
積
極
的
に
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」
の
よ
り
一
層
の

定
着
・
強
化
を
図
り
、
組
合
員
の
保
障
の
充
実
と

推
進
実
績
の
大
幅
な
底
上
げ
を
目
指
し
、
目
的
達

成
に
向
け
、
強
力
な
推
進
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

を
目
的
に
年
度
末
「
春
一
番
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
も
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
目
指
し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

原
発
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
に
係
る
税
務
研
修
会

円
滑
な
税
務
処
理
を

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
は
1
月
₃₁
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
、

損
害
賠
償
に
係
る
税
務
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
円
滑
で
適
切
に
所
得
申
告
を
行
え
る

よ
う
「
原
発
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
に
係
る
税
務

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
組
合
員
ら
１
４
４
名

が
出
席
し
、
大
河
原
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

の
熊
谷
広
行
氏
を
講
師
に
招
き
、
原
発
事
故
に
伴

う
損
害
賠
償
の
状
況
や
請
求
ま
で
の
一
連
の
流
れ

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
他
、
風
評
被
害
や
土
の

洗
浄
・
入
替
え
費
用
、
肉
用
牛
の
出
荷
制
限
指
示

に
伴
う
損
害
賠
償
金
な
ど
、
請
求
内
容
に
よ
っ
て

所
得
申
告
の
仕
方
が
異
な
る
為
、
事
例
な
ど
を
交

え
な
が
ら
詳
し
く
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
は
、県
内
で
も
一
番
面
積
が
広
く
、

各
地
区
に
よ
っ
て
も
気
候
風
土
が
異
な
り
、
個
人

で
の
判
断
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
為
、
当
Ｊ
Ａ
で

は
、
今
後
も
早
期
復
興
に
向
け
て
損
害
賠
償
請
求

を
進
め
、
組
合
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
も
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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よ
う
「
原
発
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
に
係
る
税
務

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

が
出
席
し
、
大
河
原
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

の
熊
谷
広
行
氏
を
講
師
に
招
き
、
原
発
事
故
に
伴

う
損
害
賠
償
の
状
況
や
請
求
ま
で
の
一
連
の
流
れ

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
他
、
風
評
被
害
や
土
の

洗
浄
・
入
替
え
費
用
、
肉
用
牛
の
出
荷
制
限
指
示

に
伴
う
損
害
賠
償
金
な
ど
、
請
求
内
容
に
よ
っ
て

所
得
申
告
の
仕
方
が
異
な
る
為
、
事
例
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ど
を
交

え
な
が
ら
詳
し
く
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
に
よ
っ
て
も
気
候
風
土
が
異
な
り
、
個
人

で
の
判
断
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
為
、
当
Ｊ
Ａ
で

は
、
今
後
も
早
期
復
興
に
向
け
て
損
害
賠
償
請
求

を
進
め
、
組
合
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
も
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



ふれあい広場ふれあい広場

仲良しご夫婦

ペット自慢

お ら い の お す す め

ふれあい広場／おらいのおすすめ

角田市稲置

高
た か は し

橋 静
し ず

江
え

さん

小麦粉を水に溶か
す際に、少しとろ
みを残すとカラッ
と揚がって美味し
く仕上がります。

ワンポイント
アドバイス !

【全体運】 うまくいっているときは勢いがあるけれど、小さなことでつまずきやすいかも。くよくよせずサッと
切り替えて

【健康運】ちょっとしたけがに注意。行動は慎重に【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ
乙女座［8.23 〜 9.22］

１． 豚肉を広げ、豆腐とキャベツを乗せ
て手前から巻く。

２． ボウルに小麦粉、水、塩コショウを
混ぜ合わせ、①をくぐらせる。

３． ②にパン粉を適量つける。

豚ロース薄切り肉�……………… 8枚
絹ごし豆腐…………………………半丁
キャベツ�……………………………適量
マヨソース　　　マヨネーズ…大さじ1
　　　　　　　　中濃ソース…大さじ1
塩コショウ…………………………適量
小麦粉�……………………… 大さじ４
パン粉�………………………………適量
揚げ油�………………………………適量

【材料】 【作り方】
①��豆腐はペーパータオルで包んで水を切り、半丁を８等分の大きさに
切る。

②��キャベツは太めに千切りし、塩（小さじ1/4）をふりかけて10分
程置き、手で軽くもんでから水気をきる。

③��豚肉を広げ、豆腐とキャベツを乗せて手前から巻く。
④��ボウルに小麦粉（大さじ4）、水（大さじ4）、塩（小さじ1/3）、コショ
ウ（少々）を混ぜ合わせ、③をくぐらせ、パン粉を適量つける。

⑤��フライパンの深さ1cm程まで揚げ油を入れ、中温（170℃）に熱
して④を並べる。1分程で上下を返し、中火にして全体がキツネ色
になるまで時々返しながら、さらに2～3分揚げる。

⑥��食べやすく切って皿に盛り、マヨソースをかければ出来上がり！

４． 中温（170℃）で1分程揚げ、中火
にして全体がキツネ色になるまで2
〜3分揚げれば出来上がり！

｛
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ふれあい広場ふれあい広場

仲良しご夫婦

ペット自慢

お ら い の お す す め

ふれあい広場／ Smile・仲良しご夫婦・ペット自慢

【全体運】 あれこれ考え過ぎてしまう傾向がちらり。開き直りの気持ちを大切にして。心を落ち着かせるには散
歩が有効

【健康運】体重増が気になる期間。小まめに運動を【幸運を呼ぶ食べ物】シラス
獅子座［7.23 〜 8.22］

幼稚園で友達と一緒にサッカーをして遊ぶのが好き
な心希くん。弟の璃空くんの面倒も良く見てくれるそ
うで、とてもしっかり者のお兄ちゃんです。弟の璃空
くんは、ダンスを踊るのが得意でみんなの前で披露し
てくれます。

天気の良い日には、外で遊ぶのが大好きな二人。最
近は、雪だるまを作って遊んだり、おじいちゃんの雪
かきを手伝ったりと大活躍！

そんな二人にご家族の皆さんは、「元気で素直な子ど
も達に育ってほしいですね。」と笑顔で話して下さいま
した。

お父さん：章二さん　お母さん：亜理沙さん

「お互いに干渉しすぎず、言いたいことを言い合える
ことが夫婦円満の秘訣ですね。」と話す我妻さんご夫婦。
今年で結婚53年目を迎え、これまで仕事等を通じて互
いに支え合ってきました。

清作さんは、野菜作りが好きで、食卓には手塩にか
けて育てた自慢の野菜が並び、家族にも大変好評です。
かつよさんは、野草が好きでお二人で道の駅巡りをし
ては、素敵な野草を集めるのが楽しみなんだそうです。
「これからは二人で温泉に行きたいですね。」と話す

お二人。「これからも健康を大切にし、夫婦円満に暮ら
していきたいです。」と笑顔で話して下さいました。

大河原町金ヶ瀬 我
あ が つ ま

妻 清
せ い さ く

作さん（78歳）

かつよさん（75歳）

村田町関場 佐
さ

藤
と う

 心
こ う

希
き

くん（４歳）：㊧

璃
り く

空くん（１歳）：㊨

金森さん宅のピーナッツちゃん（ダックスフンド）は、
とても人懐っこくて家族の人気者です。いつもはドッ
クフードを食べていますが、鶏肉やおまんじゅうが大
好物！ キュウリやヤーコンなど歯ごたえのある食べ物
も好きで、喜んで食べるそうです。

また、一緒に飼っている猫とも仲良しで、いつもか
けっこをして遊んだり、ご家族の方と一緒に散歩に行
くのを楽しみにしているそうです。クリッとした瞳が
とても可愛いピーナッツちゃんでした。

丸森町筆甫

金
か な も り

森 裕
ひ ろ ゆ き

之さん

ピーナッツちゃん♀（4歳）
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営農情報

お問合せ先 ： 営農販売企画課　TEL ： 0224-55-1661

米穀
営農情報営農情報

お問合せ先 ： 畜産課　TEL ： 0224-55-1810

畜産

営農情報／畜産

【全体運】 温めていたプランを実行に移すチャンス。スムーズに成功する可能性大です。クリエーティブな趣味
もお勧め

【健康運】ベストコンディション。スポーツに最適【幸運を呼ぶ食べ物】ワラビ
蠍 座［10.24 〜 11.22］

●仙南の和牛生産現状
全国的な素牛生産農家の減少と３年前発生した宮崎での口蹄疫、または原発事故由来で
阿武隈山地の繁殖基盤を失った福島の影響により、全国的に素牛頭数は減少の一途を辿っ
ています。宮城の現状は４年後の全国和牛能力共進会を控え、官民一体で準備委員会を立
ち上げ「茂洋」を改良の基礎母体として、全国の頂点を目指すべく繁殖基盤の拡大と底上
げを図っている大切な時であります。また、種牛「茂洋」の効果により宮城の子牛市場成
績は全国３位以内と高値で推移しているものの生産頭数はやはり、減少傾向にあります。

表1　仙南管内改良組合毎子牛市場成績（24年4月～25年1月　於：みやぎ総合家畜市場）
和牛改良組合 取引頭数 高値 平均価格 平均体重 平均日齢 日齢増体 ㎏単価

丸森 247 792,750 464,329 298 285 1.04 1,554

角田 244 684,600 441,563 294 291 1.00 1,499

白石 295 773,850 443,630 299 298 1.00 1,480

蔵王しばた 328 707,700 438,960 294 294 1.00 1,493

仙南合計（平均） 1,114 792,750 446,392 296 292 1.01 1,506

県合計（平均） 14,727 1,326,150 450,771 302 298 1.01 1,492

また、今後の宮城の和牛改良を大きく左右する種牛「仁美桜」の後代検定途中経過は表
２の通りです。尚、「仁美桜」は仙南初の種牛であり、特に今後とも注目して、結果を見守っ
て行きたいと思います。

表2　「仁美桜」後代検定枝肉調査（途中経過）
母の父 祖母の父 性別 産地 生後月齢 格付 枝肉重量 ロース芯 バラ厚 脂肪交雑 肉色 単価

茂糸波 紋次郎 雌 石越 27 A4 407.0 53 7.5 5 4 1,501

平茂勝 茂勝 雌 丸森 28 A5 440.0 56 7.8 8 4 1,885

第2波茂 福昌 雌 田尻 28 A4 465.0 59 8.7 5 4 1,509

百合茂 第1花国 去 丸森 28 A4 491.0 62 8.9 7 3 1,653

福之国 安平 去 桃生 28 A5 485.5 68 9.0 9 4 1,855

茂糸桜 第2波茂 去 鹿島台 28 A3 519.5 56 8.9 4 3 1,351

百合茂 平茂勝 去 丸森 27 A4 503.0 57 9.0 6 3 1,643

千代桜 神高福 去 丸森 26 A3 506.0 50 9.3 4 4 1,453

第11回全国和牛能力共進会宮城大会に向け、JAみやぎ仙南としては、担い手の育成を主に組
織を揚げた人づくりと生産基盤の質量の充実に力を注ぎたいと思います。
また、仙南で生まれ育った「仙台牛」「仙台黒毛和牛」がシンケンファクトリー等で常時、食

べられるような、地域内一貫生産そして地産地消を目指し今、準備中です。

担当者��太田�正利
お問合せ先：畜産課　TEL：0224-55-1810
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営農情報営農情報

お問合せ先 ： 営農販売企画課　TEL ： 0224-55-1661

米穀
営農情報

お問合せ先 ： 畜産課　TEL ： 0224-55-1810

畜産

営農情報／米穀・平成 25 年産米の市町別の生産数量目標について

【全体運】 後ろ向きな発想をしがち。意識的にプラスの方向へと考えること。気力の回復には花をめでると効果
てきめん

【健康運】健康法にこだわり過ぎず、自然体が一番【幸運を呼ぶ食べ物】セリ
天秤座［9.23 〜 10.23］

担当者��加藤�博之

【水稲育苗の注意点】…ばか苗病対策と適切な育苗管理
ばか苗病対策①種子の処理前
・種子を保管する場所をきれいに清掃し、水漬け用具等もきれいに管理する。又、浸種前の塩水選を実施する。

●浸　　種
ササニシキ・みやこがねもち等は、積算温度100℃を目安とし、ひとめぼれ・まなむすめ・コシヒカリ・つや
姫等の充分な吸水が必要な品種は、120℃の積算温度を確保して下さい。
積算温度120℃は、水温10℃の水に12日間で確保されますが、低水温で長い時間浸漬した方が芽の揃いが良
くなります。最初の３日間は水を交換せずにその後２日に１回程度水を交換しましょう。
ばか苗病対策②浸種温度の管理
・ 浸種温度が低すぎると発病率が多くなる傾向があります。（水温10℃を目安にしましょう。）

●種子消毒
ばか苗病・もみ枯細菌病・いもち病・苗立枯病等の防除については、微生物農薬の「タフブロック200倍液で
24時間浸漬処理」を行って下さい。その際の浸種温度は10℃以上を目安として下さい。
ばか苗病対策③浸種後の管理
・温湯浸漬後の保管日数が長いとばか苗病が発生しやすいとされております。高水分での長期保管はできる

限り行わないようにしましょう。
●催　　芽

ハト胸程度とし、伸ばしすぎないようにしましょう。
催芽温度は、28℃で24時間を目安とし、籾枯細菌病予防の為にも30℃以上に絶対しないよう心がけましょう。
また、ハト胸催芽機のサーモの点検を実施し、設定催芽温度をよく確認して良いハト胸に仕上げましょう。
ばか苗病対策④催芽時の管理
・催芽温度が低く、不十分な発芽は発病率が多くなる傾向があるので、適切な温度で（28℃付近）十分に

催芽させる。

ばか苗病菌は、前年の残渣（稲わら・籾殻・細かな塵など）で越冬し、胞子が飛散すると保管中の種籾に付
着し感染します。作業場の清掃と適切な籾の保管、浸種・催芽時の温度管理に充分注意しましょう。又、塩水
選・生物農薬による種子消毒は必ず実施して下さい。（温湯消毒時の推奨条件は63℃の水で５分間浸漬です。）

国は、平成25/26年の米需要量を前年度より2万トン少ない791万トンとし、都道府県に生産数量目標を配
分しました。全国的に生産数量目標が削減されるなか宮城県では、生産調整の達成、震災による被災の配慮がな
され昨年より、1.9％多い38万770トン（増加数量7,210トン面積換算値1,360ha）が配分された、仙南地
域配分は、下記のとおりで（生産数量目標を面積に換算）前年より面積換算で141ha増の配分を受けました。

平成24年産 平成25年産
生産数量
目標（トン）

基準
単収

面積換算
値（ha）

生産数量
目標（トン）

基準
単収

増加分
（トン）

平成25年度生産
目標面積（ha）

前年比増加
面積（ha）

白石市 5,305 502 1,057 5,416 501 102 1,081 24
七ヶ宿町 741 488 152 757 488 15 155 3
角田市 12,331 523 2,358 12,608 522 238 2,415 57
蔵王町 3,140 506 621 3,203 505 60 634 13

大河原町 1,539 524 294 1,564 523 29 299 5
柴田町 3,015 519 581 3,046 518 58 588 7
村田町 2,896 513 565 2,944 512 56 575 10
川崎町 3,435 486 707 3,502 485 66 722 15
丸森町 5,113 488 1,048 5,135 487 99 1,054 6
合計 37,515 7,383 38,175 723 7,524 141

平成25年産米の市町別の
生産数量目標について

担当者��桜井�正雄
お問合せ先：農業振興対策課　TEL：0224-55-1870
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お知らせ

【全体運】 コミュニケーション運が良好。誰とでも簡単に親しくなれそう。話題の新作映画やドラマを見るのも
良い刺激に

【健康運】動けば自然に体調も上向いてくる時期【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ
山羊座［12.22 〜 1.19］

エーコープむしパンミックスエーコープむしパンミックスエーコープむしパンミックスエーコープむしパンミックス

しょうゆ麹むしパンの作り方しょうゆ麹むしパンの作り方

①ボールに水とむしパンミックスとしょうゆ麹を入れ
てかき混ぜ、お好みの容器に生地を入れて強火で蒸
します。
②竹ぐし又は楊枝をさしてきれいに抜ければ蒸しあが
りです。

・小麦粉の原料は100％国産です。
・むしパンはもちろん、ホットケーキ、
ドーナツ、蒸しまんじゅうなど手軽に
おやつ作りが楽しめます。

・200ｇ小袋×4の使い切り分包タイプ
です。

・むしパンミックス… 2カップ（200ｇ）
・水……………………1カップ弱（170㏄）
・しょうゆ麹………大さじ1~2（お好みで）

商 品 特 徴

甘じょぱくて
おいしい !!

お問い合わせ先
柴田地区事業本部 営農くらし相談課　0224-56-1212
村田地区事業本部 営農くらし相談課　0224-83-2291
川崎地区事業本部 営農くらし相談課　0224-84-2222
蔵王地区事業本部 営農くらし相談課　0224-33-2115
白石地区事業本部 営農くらし相談課　0224-25-3531
角田地区事業本部 営農くらし相談課　0224-63-3294
丸森地区事業本部 営農くらし相談課　0224-72-2270

柴田セルフ給油所　TEL：0224-55-5609
白石セルフ給油所　TEL：0224-25-0888
角田セルフ給油所　TEL：0224-63-3146

村田給油所　TEL：0224-83-2535
平沢給油所　TEL：0224-33-3887
丸森給油所　TEL：0224-72-2284

【お問い合わせ先】
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お知らせ

【全体運】 ささいなことでイライラせず、どっしり構えて。常に明るい笑顔をキープすれば、運を引き寄せるきっ
かけに

【健康運】不調を感じたら、しっかり休息を取って【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ
射手座［11.23 〜 12.21］
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クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル

まちがいさがしまちがいさがしまちがいさがしまちがいさがし

お楽しみ★クイズお楽しみ★クイズ

出題：イラスト●酒井栄子

出題●ニコリ

読者のページ読者のページ

おたより募集中！おたより募集中！
絵葉書・イラストや風景写真、身近な話題などを
募集していますので、どんどんご応募下さい。
【宛先】〒989-1622
宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
ＪＡみやぎ仙南　総務課　広報係まで
【Eメール】
info@ja-miyagisennan.jp

おたより交流ひろばおたより交流ひろば

お楽しみクイズ／まちがいさがし・クロスワードパズル

【全体運】 意見やアイデアを発表すると賛同を得られる予感。自信を持って自己主張して。新しいことを始める
のも正解

【健康運】ゆとりあるライフスタイルで好調キープ【幸運を呼ぶ食べ物】ひじき
魚 座［2.19 〜 3.20］

BのイラストにはAのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

A B

二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

A B C D E

「まちがいさがし」・「クロスワードパズル」のどちらか１問
お好きな方を選んで答えをお送り下さい。

正解者の中から抽選で10名様に「ごはんぢゃワングッズ」をプレゼント！

①耕して作物を育てる所
③絵や文字を書き足すこと
⑥インド料理で供されるパンの一種
⑦子どもも楽しめるお酒です
⑧ケロケロと鳴きます
⑩カミの反対側
⑫リコピンの豊富な赤い野菜
⑭酔うと巻く人もいます
⑯ ものをよく知っている人を生き──

ともいいます
⑱立方体に目が21個
⑳日本刀の原材料になる金属
㉒外海に比べて波が穏やか
㉓ きりたんぽ、しょっつる、なまはげ

といえば

１月号の答え

「シモバシラ」

★加納　　圭さん（柴田町）
★日下　博人さん（大河原町）
★佐々　長治さん（村田町）
★田中　和彦さん（川崎町）

★佐藤　琴美さん（蔵王町）
★佐藤　淳一さん（白石市）
★小関　　剛さん（七ヶ宿町）
★牛尾　久子さん（角田市）

★ささきりゅうのすけくん
 （角田市）
★坂元のり子さん（丸森町）

①梅、桃、桜  春にはたくさん咲きます
②31文字で詠みます
③草を刈るときに使います
④帽子やサングラスでさえぎるもの
⑤たくあん、梅干し、キムチなど
⑦体を丸めて危険から身を守る動物
⑨平成25年は巳

み

です
⑪八宝菜によく使われる葉物野菜
⑬──がタカを生む
⑮ お──様は三人官女より上段に飾り

ます
⑰船がボウッと鳴らします
⑲ 歌うときにはおなかから出すといい

とか
㉑建物の壁にはわせることもある植物

１月号の当選者おめでとうございます
「ごはんぢゃワングッズ」　応募総数126通

「1、3、6、9、12」
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ご意見、ご要望、身近な話題等をご記入の上ご応募下
さい。
※皆様よりご記入いただいた個人情報は、「おたより交流
ひろば」でのご紹介、当選者への賞品発送のみ使用さ
せていただきます。
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締切
3月22日㈮
（消印有効）
広報誌５月号にて
発表します。

※ 写真と実際の商品が多少異なる場合が
ございますので予めご了承下さい。
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クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル

まちがいさがしまちがいさがしまちがいさがしまちがいさがし

お楽しみ★クイズお楽しみ★クイズ

出題：イラスト●酒井栄子

出題●ニコリ

読者のページ読者のページ

おたより募集中！おたより募集中！
絵葉書・イラストや風景写真、身近な話題などを
募集していますので、どんどんご応募下さい。
【宛先】〒989-1622
宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
ＪＡみやぎ仙南　総務課　広報係まで
【Eメール】
info@ja-miyagisennan.jp

おたより交流ひろばおたより交流ひろば

読者のページ／おたより交流ひろば・親子で考える「協同組合」早わかりQ&A

【全体運】 プライベートタイムを満喫できる月。好きなことに没頭すれば、すんなり上達できます。趣味への投
資も大賛成

【健康運】食事に気を使って。栄養バランスが大事【幸運を呼ぶ食べ物】ワケギ
水瓶座［1.20 〜 2.18］
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︶
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で
す
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】

　
東
日
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大
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の
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日
後
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3

月
2₀
日
に
生
ま
れ
た
初
孫
︵
女
の

子
︶
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も
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2
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に
な
り
ま
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て
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潤
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︵
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︶

●
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れ
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ら
も
う
す
ぐ
2
年
が
経
つ

こちらのコーナーでは、広報誌1月号で
皆様からご応募いただきましたお便りを抜
粋してご紹介させていただきます。

と
思
う
と
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ま

す
。
震
災
に
負
け
な
い
よ
う
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気
に

育
つ
お
孫
さ
ん
の
成
長
が
楽
し
み
で

す
ね
！
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冬
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】

　
冬
到
来
で
寒
さ
が
身
に
染
み
ま
す

が
、
へ
そ
大
根
作
り
に
は
最
高
で
す
。

日
々
頑
張
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

岸
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め
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さ
ん
︵
丸
森
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︶

●
年
明
け
か
ら
一
段
と
寒
い
日
が
多

く
な
り
、
私
達
に
と
っ
て
は
厳
し
い

季
節
で
す
が
、
美
味
し
い
へ
そ
大
根

に
仕
上
が
る
と
良
い
で
す
ね
！

【
良
い
年
に
】

　
今
年
の
正
月
は
天
気
が
良
く
、
穏

や
か
な
元
旦
で
し
た
。
今
年
も
良
い

年
で
家
族
み
ん
な
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康
で
元
気
に
暮

ら
し
た
い
で
す
ね
。

佐
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丸
森
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︶

●
寒
さ
に
負
け
ず
、
今
年
も
良
い
一

年
に
し
ま
し
ょ
う
！
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【
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ス
】

齋
藤 

吉
信
さ
ん
︵
角
田
市
︶

【福寿草】
小川 真徳さん（角田市）
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こんにちはJAみやぎ仙南
私たちは 営農経済部 畜産課 です。

畜産指導主な業務  

皆様の疑問・質問に迅
速に応じられるよう職
員一同努めております。

太田�正利�次長
太田 正利

（課長兼務）

JAと共に青年部・女性部紹介コーナー

▲平成24年12月９日
　そばの収穫祭にて

白石地区青年部では、食農教育活動を基
軸に大きく２つの事業に取り組んでおりま
す。
１つ目は、白石支部で転作田を活用した

「そば」の栽培・収穫作業に取り組み、12
月には地域の方々や子ども達を招待し、地元
のそばを味わってもらおうと「収穫祭」と
題し、そば打ちや試食会を実施しています。
２つ目は、深谷支部で地元の小学生に稲
作指導を行っており、種まき・田植え・稲
刈り体験の他、今年度は米検査見学など現
場学習にも力を入れております。
その他の支部からも活動協力をもらい、地
域に農業をアピールする
手作り看板にも積極的に
取り組んでいます。今後
も盟友同士の親睦を図り、
地域に密着した活動を展
開していきます。

地区部長 大野 周一さん

【部員数】92名　（平成24年3月31日現在）

白石地区青年部

大槻 政浩丹野 大志根元 紘史

齋藤 智子

大浦 智加
木村 有希

大泉 清光小野 祐治高橋 剛

後藤 幸恵


